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キーワードの整理 

 

■キーワードの抽出 

12 月 14 日、第 2 回生涯学習審議会を書面開催し、「第二次羽村市生涯学習基本計画

策定に向けたキーワードの抽出」を行いました。 

○5年後・10年後の羽村市の生涯学習 

○5年後・10年後を見据える上で欠かせない社会状況（社会変化） 

○学ぶことの利点と弱点 

○これまでの生涯学習とこれからの生涯学習 

○澤野由紀子委員の講演の内容から 

このような視点から委員にキーワードを抽出していただき、【資料１】のとおりキー

ワードが提出されました。（全キーワード数：延べ 385個） 

 

 

■キーワードの活用 

委員の方々から出されたキーワードを、まずは「基本理念」につながるように事務局

において整理して、第 3 回審議会において共有し、「基本理念」を検討していきます。

「基本理念」の事務局案をお示しし、委員の方々のご意見をお伺いしながら、「基本理

念」を最終決定していく予定です。 

 「基本理念」が固まったところで、次に前期基本計画の「基本方針」を検討していき

ますが、この際にも、今回抽出されたキーワードを整理しながら、5年間の方向として

の考え方をまとめます。また、計画の基本施策を考える際などにも、キーワードを活用

していきたいと考えています。 

 

基本方針 

基本施策 

施策 
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基本施策 
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キーワードを整理しながら、初めに「基本理念」

を検討していきます。 

資料２ 

＜第二次羽村市生涯学習基本計画の構成＞ 
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■「基本理念」につながるキーワードの整理 

7つの分野（①社会教育による学習 ②学校教育による学習 ③家庭教育による学習 

④個人学習による学習 ⑤生涯学習を支える支援 ⑥澤野委員の講演で感じたこと 

⑦第二次計画の背景となる社会情勢）に分けて提出いただいたキーワードには、理念的

なもの、生涯学習に係る環境・背景的なもの、事業的なものなど、様々なものがありま

した。 

その中から、全体を通して見て、「基本理念」につながるようなキーワードを抽出し、

下表のように整理しました。 

 

 

○「基本理念」につながるキーワード 

地域 考える 

つながり 自ら学ぶ 

居場所づくり 学び続ける力 

人づくり、つながりづくり、地域づくり 自己の充実 

人材育成 自分磨き 

コミュニケーション 創造 

交流 チャレンジ 

ふれあい 学習機会・場の提供 

地域活性化 いつまでも学べる環境 

社会（地域）に開かれた教育 いつでもどこでも学べる環境をつくる 

開かれた家庭 自然 

家庭や地域との連携・協働 体験・経験 

知識の共有 自己有用感 

グローバル 自己肯定感 

多様性 継続 

社会的包摂 安心・安全 

共生 命を守る 

ワクワク・ドキドキ おもいやり 

楽しむ 尊重・愛情 

学ぶことは「喜び」である 自由・平等・平和 

※順不同 
※これらは、委員の方々から挙げられたキーワードの中から、「基本理念」につながるようなキ
ーワードの主なものを抽出しており、全てではありません。また、同様のキーワードはまとめ
るなどしています。 

※地域・つながりなどに関するもの、学びのあり方に関するもの等、関連するようなものを大ま
かに括り、色分けしています。 

 

 


